
応しにくい」などの条件を満た
した患者さんが対象。18 歳以
上で、病変が照射野内にとど
まっていることも条件だ。ただ
し、これに該当しない場合で
あっても、自由診療として相談
に応じている。

2 年間で 50 例の登録を目指
し臨床データの蓄積を推進中。
すでに脊

せ き

髄
ず い

腫瘍や喉
こ う

頭
と う

がん再発、
頭部血管肉腫といった難治症例
に対し治療を行い、いずれの症
例でも腫瘍の縮小が見られ、重
篤な副作用は認められなかった。

大村素子・放射線医療センタ
ー長兼放射線腫瘍科主任部長は、

「放射線治療の再照射が難しい
方や、他の治療手段が限られた
患者さんにとっても、BNCT は
有効な選択肢となり得ます。ひ
とりでも多くの必要とする患者
さんに、この治療を届けていき
たいです」と意欲的。

熊澤麻衣・放射線腫瘍科医師
も、「標準治療後に再発した治
療抵抗性の腫瘍に対しても、
BNCT によって腫瘍の縮小が認
められています。また、副作用
も比較的少ない印象で、BNCT
の有用性を臨床の現場で感じて
います」と手応えを感じている。

同院では脳神経外科をはじめ

各診療科から、BNCT へ患者さ
んを紹介する多科連携を行って
いる。中村大志・脳腫瘍・頭頸
部腫瘍センター長兼脳腫瘍外科
部長は、「悪性脳腫瘍の患者さ
んは不安も強く、標準治療後の
再発で治療選択肢に困っている
ケースが多くあります。初発の
段階から将来の選択肢として
BNCT を提示しつつ、信頼関係
を築きながら最後の砦

とりで

として
しっかり支えていかなければな
りません」と語気を強める。

さらに、渡辺剛史・副院長兼
脳神経外科主任部長は、「一民
間病院でありながら、先端的な
医療機器を導入し、大学病院レ
ベルの高度ながん医療に挑む姿
勢は、当院の大きな強みと言え
ます。多職種が一体となり、安
全で確実な BNCT を地域や全国
の患者さんに届けていきたいと
思います」と決意を語る。

多職種カンファ開催で対応迅速化
相談フォーム開設し受け入れ拡充

臨床による成果の一方で、受
診に至るまでの体制整備や情報
発信は、さらなる強化が求めら
れている。BNCT の存在や適応
可能性を広く周知することは、
普及に向け欠かせない。医療関
係者や一般の認知度は、まだ十
分とは言えず、グループ病院か
らの患者紹介も限られている。

こうした現状に対し、同院で
は BNCT サポートデスクでの対
応に加え、新たに WEB 相談フォ
ームを開設。がん診療の窓口と
しての役割を果たす澤木明・腫

BNCT はホウ素を含む薬剤を
点滴し、がん細胞に選択的に取
り込ませた後、体外から中性子
線を照射して生じる反応を利用
した治療法だ。この反応によっ
て生じる放射線は、細胞 1 個分
程度の距離しか届かないため、
まわりの正常組織に及ぼす影響
を極力抑えつつ、がん細胞を選
択的に攻撃することができる。

実臨床では国内 6 施設目、世
界でも 10 施設目。湘南鎌倉病
院の BNCT 装置は一定の条件下
で従来装置と比較すると、中性
子線の出力が約 3 倍という高出
力型で、国内では初導入。国外
ではフィンランドのヘルシンキ
大学病院のみが有する。

小林修三院長は「BNCT は原
則 1 回で完了し、通院などによ
る日常生活への負担を軽減しま
す。頭

と う

頸
け い

部
ぶ

以外にも、全身の幅
広い悪性腫瘍を対象としており、
手術が難しい患者さんの治療の
選択肢を広げると期待されてい
ます」とアピールする。

同院では現在、特定臨床研究
として BNCT を実施。「画像検
査により、がんにホウ素薬剤が
集まりやすいことが確認された
方」、「手術が困難」、「再発や局
所進行により、従来の治療が適

最新がん治療「BNCT」体制を拡充
湘南鎌倉総合病院

幅広いがん種に対応し原則1回の照射で完了

湘南鎌倉総合病院（神奈川県）は、4 月に特定臨床研究として開始した BNCT（ホウ素中性子捕捉療法）
の体制強化を図っている。同院はグループ内外からの受け入れをさらに強固にし、先端的な医療をより
多くの患者さんに届けるための取り組みを精力的に展開。具体的には、受診窓口の拡充や多職種カンファ
レンスの定例化など、患者さんが迅速・安心に治療に移行できる環境整備に注力している。

T O K U S H U K A I  M E D I C A L  G R O U P  N E W S

A l l  L i v i n g  B e i n g s  A r e  C r e a t e d  E q u a l

ホウ素を含む薬剤を点滴し、
がん細胞に選択的に取り込ま
せる

体外から中性子線を照射する
と、がん細胞内で核反応が生
じる

この反応により生じる放射線
が、がん細胞を選択的に攻撃
する

BNCTの仕組み

専用のCT（コンピュータ断層撮影）装置を
備えたBNCT治療室

（左から）大村・主任部長、熊澤医師、澤木・主
任部長

「高度ながん医療に挑む」と（左か
ら）渡辺副院長、中村センター長

BNCTの診療推進を強
力に進める大橋室長

瘍内科主任部長兼がん患者総合
支 援 セ ン タ ー 長 は、「BNCT に
興味をもって来院いただいた患
者さんに対し、万が一適合しな
い場合でも、当院であれば手術
や薬物療法など他の適切な治療
を提案できる体制を整えていま
す。患者さん一人ひとりに最適
な医療を提供したいと考えてい
ます」と力を込める。

また、7 月に BNCT 診療推進
特命プロジェクトリーダーに任
命された大橋恵・経営戦略室長
は、「チーム医療としての情報
共有やフォローの面で、院内体

制の整備を進めています。患者
さんが安心・スピーディーに治
療を受けられるよう、環境を整
えていきます」と現状の課題と
展望を示す。同院では医師や医
学物理士に加え、看護師や診療
放射線技師、事務職員も含めた
多職種カンファレンスを定期的
に開催、運用やフォロー体制の
ブラッシュアップを図っている。

多職種がひとつとなって患者
さんに寄り添い、特定臨床研究
の症例を積み重ねエビデンスを
構築していくことが、BNCT の
さらなる普及につながる。同院
は困っている患者さんに、先端
的 医 療 の
機 会 を 届
けるべく、
さ ら な る
体 制 強 化
を 進 め、
取 り 組 ん
でいく。

BNCTのWEBサイトを開
設し「患者さん・ご家族の
方」、「医療機関の方」、「海
外からのご相談」の3つの
相談フォームを用意

名古屋徳洲会総合病院は9月10日、愛知県内で開院40周年記念特別講
演会を開催した。講師には2025年にノーベル生理学・医学賞を受賞した
坂口志文・大阪大学特別栄誉教授を招

しょう

聘
へ い

し、「制御性T細胞と新しい免疫医療」
と題し講演。会場には約1,000人の参加者が訪れ、世界的な最先端の医学
知見に熱心に耳を傾けた。

開会にあたり、同院の大橋壯樹総長（医療法人徳洲会
副理事長）が挨拶に立ち、開院40周年を迎えたことへの
謝意を表し、地域医療を支え続けてきた歴史と今後の発
展に向けた意気込みを語った。続いて、来賓を代表し石
黒直樹・春日井市長が登壇、同院の歩みに敬意を示すと
ともに、坂口教授の講演が春日井の地で実現したことへ
の大きな喜びと祝意を表した。

講演で坂口教授は、自身が発見した制御性T細胞の機
能や役割をわかりやすく解説。免疫システムが過剰に
働き、自己の組織を攻撃する自己免疫疾患やアレルギー
反応を抑える仕組み、さらに、がん免疫療法や臓器移植
での拒絶反応の制御など、制御性T細胞を用いた新たな
医療の可能性について詳述した。また、基礎研究から臨
床応用へと至る道のりや、研究に対する熱い情熱、未来
の医療を担う次世代へのメッセージも提示。

講演終了後に、感謝の意を込めて地域の子どもらが花
束を贈呈。最後に、同院の加藤千雄院長は「坂口教授の
お話のように、探求心をもち未来の医療に挑戦し、徳洲
会の“生命だけは平等だ”の理念の下、職員一丸となっ
て地域医療と健康を守る努力を続けてまいります」と誓
い、盛況のうちに閉会した。

また、同日夜には「第3回拡大版 地域医療機関をつな
ぐ会」を開催した。近隣の医療機関から多くの医療従事
者が集まり、今後のさらなる連携強化に向けて交流を深めた。特別講演では、
田島和雄・美杉クリニック院長（元・愛知県がんセンター研究所長）が登壇し、

がん研究の歩みや研修時代を共に過ごした坂
口教授との思い出などを語った。

最後に、加藤院長は「当院は救急・急性期・
高度専門医療を柱としていますが、自院のみ
では成り立ちません。地域の第一線で活躍さ
れる医療機関や患者さんとのつながりをより
強固にし、地域医療に貢献していくことをお
約束します」と挨拶し、会を締めくくった。

今後の発展に向けた意
気込みを語る大橋総長

「探求心をもち未来の医
療に挑戦します」と加藤
院長

自身が発見した制御性T
細胞の機能を解説する
坂口教授

地域から約1,000人が参加し熱心に耳
を傾ける

名古屋病院が開院40周年記念特別講演会

1000人集い最新知見に耳傾ける

ノーベル賞受賞の坂口・大阪大学教授を招聘
テーマは「制御性Ｔ細胞と新しい免疫医療」
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